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1．当会初の試みとして、『実践哲学研究』増川第1号を世に送ることとなりました。  

この試みは、既に投稿権の満了している元・前会員のためにも、研究成果の公表と  

研臍の場を設け、当会の活動の発展と充実をはかろうという趣旨に基づくものです；  

同時発行となります本号（第17旨）とともに、当増刊号に対しましても、皆様方のご  

意見、ご批評、ご指導を賜わりますよう、よろしくお願い申し上げます。  

2．当増刊号の発行に当っては、その発案から資金面に至るまで、当会代表の加藤尚  

武教授より、数々のご支援、ご配慮を賜わりました。新たな試みに伴う困難の予想  

から当初は尻込みしていた大学院生・OD生たちを叱噂激励された教授の強力なご支  

援がなければ、当増刊号が陽の目を見ることはなかったでしょう。ここに特に記し  

て、会員一同より深い感謝の意を表します。  

3．増刊号の発行を今後も継続し、軌道に乗せてゆくためには、賛助会員の皆様の暖  

かいご支援が不可欠と考えております。本号に対する引続いてのご支援と並んで、  

増刊引こ対しましても、ご支援のほどよろしくお願い申し上げます。  
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